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磯　部　　　宏病院長・患者サポートセンター長

新年度そして令和の年を迎えて

KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center

連携いただいている諸先生方には日頃から格段の

ご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。今年度もご

支援の程よろしくお願いいたします。また、今年度

は私が患者サポートセンター長を併任することにな

りました。合わせてよろしくお願いいたします。

新年度を迎えて、まずは昨年度の当院を振り返っ

てみますと、大きな変革と災害対応に追われた 1 年

だったと思われます。昨年 4月に 410床への病床削

減と一部病棟の再編を行いました。地域医療構想で

の急性期病床の過剰問題および当院の病床利用状況

を鑑みての対応でありました。連休明けには中央診

療棟の増築工事が完成し、引き続き新放射線治療装

置の搬入・調整後、新機種による放射線治療が開始

となっております。現在、より高精度の放射線治療

を行うことが可能となっておりますが、詳細は放射

線科の永倉部長よりお伝えします。8 月にはオーダ

リングシステムの更新を行いました。それと同時に、

唯一の紙運用であった医師記録を電子カルテに変更

いたしました。電子カルテ・オーダリングシステム

の変更・更新時には連携医の先生方にご迷惑をおか

けしたかもしれません。この場を借りてお詫び申し

上げます。なお、現在もカルテの移行作業や紙書類

の削減作業は続いております。

一方で昨年度は災害対応という当院にとって大き

な試練の年、被災者の方々には大変申し訳ない言い

方ですが、成長の年でありました。9 月の胆振東部

地震とその後の未曾有の北海道全域ブラックアウト

では、多くの職員が自宅停電の中、また一部職員に

は自宅に被害を受けながら、大過なく病院の使命を

果たすことができました。また 12 月の平岸爆破炎

上事故でも多くの職員が駆けつけ被災者の診療にあ

たりました。災害対策訓練は毎年行っておりますが、

実際の災害対応の経験は当院として貴重な糧になっ

たと思います。体験して初めて気がついた災害対策

の多くの課題に対して、現在もそれぞれの担当部署

で見直し作業を行っております。

さて、いよいよ新しい年、令和の代が始まりました。

今年度も多くの課題解決に向け、また目標達成に向

けて職員一丸となって努力していきます。病院の中

にあっては働き方改革に関する諸課題を解決してい

かなければなりません。時間外労働時間数の上限に

加え、連続勤務時間制限や勤務間インターバルの確

保等に関して今から考えていかなければなりません。

その一方で、良質でかつ効率的な医療の提供は今後

も努力していかなければなりません。今年度は特に

外来診療の効率化、特に待ち時間対策にしっかり取

り組もうと考えております。そのためには現在機能

強化しております患者サポートセンターの活動を、

より有機的に広範囲に充実させていくつもりでおり

ます。そしてその体制構築の中で最も重要なのが連

携医の先生方との情報共有だと考えております。本

年度はより積極的に先生方にお願いにあがることに

なるかと思います。新年度におきましても、是非ご

支援・ご協力をよろしくお願いいたします。
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佐　藤　顕　子
さ　と　う あ　き　こ

つ　じ　の い　ち　ぞ　う

看護部長

診療部長

看護部長就任のご挨拶

KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center

平素より大変お世話になっております。このた
び、国家公務員共済組合連合会本部から看護部長に
就任いたしました。もとより微力ではございます
が、皆様方のご支援を仰ぎましてこの重責を果たし
てまいりたいと思っておりますので、ご指導くださ
いますよう宜しくお願いいたします。
今回、着任するにあたり持参した本の中に「もし
高校野球の女子マネージャがドラッカーの「マネジ
メント」を読んだら」があります。かれこれ 10年前
に話題になった本で、読まれた方も多いのではない
でしょうか。「マネジメント」についてとても身近に
わかりやすい内容で、何度も読み返し手元に置いて
おいた本でしたが、偶然にも看護部の本棚に「ナイ
チンゲールとドラッカーに学ぶ病棟マネジメント」
という雑誌タイトルを見つけました。「看護とド

ラッカー？」と思い手に取ったところ、その中のナ
イチンゲールの言葉として「責任者は誰も、次の簡
単な自問を頭に入れておこう。『どうしたら自分の
なすべきことを自分でできるか、という自問では
《なく》、なすべきことがいつも行われているように
するために、自分はどのような対策を講じることが
できるかという自問である。』が目に留まりました。
　多くの人々を動かすことより自らが動くことの
方が容易であり、私もついそのように考えてしまい
ますが、看護師であるナイチンゲールは、適切なケ
アが継続されることの大切さをこのように残して
いたのかと、マネジメントに通じるこの言葉を自身
の中で自問しながら、当院の大切にしているこころ
のこもった看護の提供に尽力してまいりたいと思
います。

辻　野　一　三

診療部長のご挨拶

2019 年 4月 1日付で診療部長として着任しまし
た辻野一三（つじの　いちぞう）と申します。診療科
は循環器内科です。当院赴任前は北海道大学病院内
科 I にて臨床や研究、医学部生の教育に携わってお
りました。大学病院では特に肺循環疾患を専門と
し、全道から肺高血圧症、肺血栓塞栓症患者さんの
ご紹介を受けておりました。今後も大学病院と連携
し診療・研究を継続する予定です。一方、当院では
地域の皆様に喜んでいただける診療ができるよう
全力で頑張りたいと思っております。当院では「病

院は人」という理念を掲げております。医療従事者
として患者様を中心に考えるのは当然ですが、一緒
に働く仲間や地域の医療従事者の皆様ともお互い
尊敬しあって働くことが患者様によい診療を提供
する上で重要と思っております。一日も早く地域連
携医を含む多くの医療関係の皆様と信頼し合える
関係を築き、そして患者様にたくさんの笑顔を頂け
るような医療を提供できるよう頑張りたいと思い
ます。皆様のご指導を頂けますよう何卒よろしくお
願い申し上げます。
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永　倉　久　泰放射線科部長

レベルアップした放射線治療

KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center

当院の最新型放射線治療装置

4ヶ所の脳転移巣を3分で治療しました。

今までの治療法（左）と比べ IMRT（右）
では腸管の線量が低くなっています。

この度当院の放射線治療装置が最新型のものに更新されました。豊平区、清田区、南区でただひとつの放
射線治療施設として今まで以上にハイレベルな放射線治療を
提供してまいります。今後ともお引き立ての程をよろしくお
願い申し上げます。

１．強度変調放射線治療（IMRT）が
できるようになりました

標的の形をなぞるように照射することで、標的周囲の正常
臓器の線量を下げられる治療法です。子宮頸癌や直腸癌など
腹部や骨盤の放射線治療では、下痢などの副作用が少なくな
りました。今までは通院の途中で急に下痢したくなったら困
るということで入院していた患者さんが、外来通院で放射線
治療ができるようになりました。頭頸部腫瘍でも唾液分泌低
下による口内乾燥などの副作用を減らせるようになりました。

２．脳定位放射線治療ができるようになりました
比較的小さな頭蓋内病変に集中的に照射する治療法で、主に脳転移に用いられます。通常の脳定位放射線
治療は病巣をひとつずつ照射するので、2 か所や 3 か所の病巣を治療する場合は治療時間が 2 倍、3 倍と長
くなっていきますが、当院の新しい放射線治療装置は複数の
病巣をひとまとめに照射することができますので、病巣の個
数に関係なく3～4分で治療が終わります。
また、金属製の固定具に頭蓋骨をネジ止めする必要はなく、
お面のような固定具で頭を押さえているだけで治療ができる
ので、局所麻酔は不要で額に傷が付く心配もありません。

３．患者さんの待ち時間が短くなりました
今までの 4 倍のスピードで放射線を出せるようになり、
さらに照射野の確認や位置の修正が電子化されたため、患者さんが治療台に寝ている時間が一段と短くなり
ました。また更衣室を治療室の外に設置したので、前の人の着替えが終わるのを待たずに治療室に入れるよ
うになりました。
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新年度より心臓血管外科に赴任した杉木宏司（北海道大学医学部 74 期卒）です。北
大大学院卒業後、フランス Henri Mondor 病院で約 2 年半の間、心臓移植をはじめと
した成人心疾患に関して臨床留学して参りました。大学医局に帰局後は北光記念病院
心臓血管外科、市立旭川病院胸部外科を経て、この度 KKR 札幌医療センター心臓血管
外科部長としてお世話になることになりました。専門は心臓移植ですが、フランス時
代より成人心疾患全般も手掛けております。札幌南部の臨床医療の最前線である当院
の心臓外科分野をさらに発展させるよう、新チーム一丸となって邁進して参りたいと
思います。よろしくお願いいたします。

新 任 医 師 の ご 挨 拶

心臓血管外科部長　杉　木　宏　司（すぎき　ひろし）

本年度から消化器内科・腫瘍内科に赴任致しました。
前任地は釧路労災病院で、医師としては 15年目となります。
消化器内科全般、およびがん化学療法については消化器領域を中心に幅広く対応させ
ていただければと考えておりますので、いつでもご相談下さい。皆様のお役に立てるよ
う微力ながら尽力して参ります。よろしくお願い致します。

消化器内科医長　小　林　良　充（こばやし　よしみ）

代謝・内分泌科に新たに赴任致しました﨑山と申します。
北海道大学第一内科出身です。与えられた役割の中で丁寧に患者さんの診療にあたっ
ていきたいと考えています。どうぞ宜しくお願い致します。

代謝･内分泌･糖尿病内科　﨑　山　信　哉（さきやま　しんや）

この度、KKR札幌医療センター小児科に赴任いたしました、松澤まきと申します。
これまでは製鉄記念室蘭病院での初期研修の後に、釧路赤十字病院、JCHO 北海道
病院、天使病院、再度 JCHO 北海道病院に勤務し、今年で医師 7 年目となります。子
どもたちの成長を地域のみなさまとともに見守っていきたいと考えております。どう
ぞ宜しくお願い致します。

小児科　松　澤　ま　き（まつざわ　まき）

この度、KKR 札幌医療センター外科医師として赴任いたしました、阪田敏聖と申し
ます。
前任地は砂川市立病院で、消化器外科を中心とした一般外科の診療に携わっており
ます。皆様のお役に立てるよう、頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいた
します。

外科　阪　田　敏　聖（さかた　としひろ）
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2019 年 4月より整形外科に赴任いたしました原谷健太郎と申します。
主に脊椎疾患、四肢外傷を中心に、幅広く整形外科疾患の診療にあたらせていただき
ます。
地域のみなさまの幸せに貢献できるよう精進してまいります。
よろしくお願いいたします

整形外科　原　谷　健太郎（はらや　けんたろう）

この度、4 月より KKR 札幌医療センターに赴任いたしました皮膚科医師の白戸貴久
と申します。
以前は帯広厚生病院に 2 年間勤務しておりました。地域住民の方のために頑張りた
いと思いますのでよろしくお願い申し上げます

皮膚科　白　戸　貴　久（しらと　たかひさ）

4 月より勤務しています泌尿器科の川口です。7 年前、2011 年 10 月からの半年間、
勤務していました。歳は取りましたがフットワークは軽く、診療に当たりたいと思い
ます。
至らない点は多々あると思いますが、周囲と連携を取りながら頑張りたいと思いま
す。よろしくお願いします。

泌尿器科　川　口　　　愛（かわぐち　あい）

本年度よりKKR札幌医療センター眼科に赴任いたしました酒井正人と申します。
この地域の眼科診療において少しでも皆様のお役に立てるよう尽力させていただき
ますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

眼科　酒　井　正　人（さかい　まさと）

この度、KKR 札幌医療センター耳鼻咽喉科に赴任いたしました、實川　純人（じつ
かわ　すみと）と申します。微力ながら地域の耳鼻咽喉科診療に貢献できるよう努力
してまいりますので、宜しくお願い致します。

耳鼻咽喉科　實　川　純　人（つじかわ　すみと）



KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center
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心臓血管外科の杉本と申します。医師 10 年目になります。心臓血管外科医として道
内の市中病院で 3 年、大学病院で４年の研修を経て、この度は３人体制の 2 番手とい
う立場で異動して参りました。今までよりも手術にはより積極的に関わる立場であり、
また後輩の教育という点でも重要な立場であると思っています。地域の医療に貢献で
きるよう精進して参ります。宜しくお願い致します。

心臓血管外科　杉　本　　　聡（すぎもと　さとし）

本年度より、放射線科に赴任致しました後町俊夫と申します。
昨年度までは札幌医科大学で勤務しており、専門は放射線治療になります。2018 年
11 月より新しい放射線治療装置が導入されたことで、当院でも定位的放射線治療
（SRT）や強度変調放射線治療（IMRT・VMAT）などの高精度放射線治療が対応可能
となりました。患者さんにとって、より副作用が少なく、より効果の高い治療を提供
出来るよう尽力させて頂きますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

放射線治療科　後　町　俊　夫（ごちょう　としお）

山　本　しのぶ

平素より当院患者サポートセンターに対しましては、多大なるご理解、
ご協力を頂き感謝申し上げます。17 年と長きにわたり連携医の先生とお仕
事をさせて頂きましたが、この度健康管理センターへ異動となりました。
地域連携室開設 1 年後より配属され、当初事務員とふたりで仕事をしてい
たことが懐かしく、17 年も地域連携室にいたことを今さらながら驚いてい
ます。地域連携室を離れる寂しさはありますが、ここで培った経験を健康
管理センターで活かしていこうと思います。今度は予防医学に視点を置き
保健指導に関わっていこうと思います。健康診断と言ってもその種類の多
さに覚えることで必死の毎日です。老化している頭がついていかず不安も
ありますが、定年までの残りを新天地で頑張りたいと思います。
連携医の先生、本当にお世話になりました。これからも患者サポートセ
ンターをよろしくお願い申し上げます。

4 月から患者サポートセンターに配属となりました山本しのぶと申します。
旭川で 5 年ほど病棟勤務をしたのち、当院に入職し呼吸器科病棟、外来にて勤
務しておりました。主に地域連携業務を行います。地域医療支援病院としての
役割が果たせるよう、地域の先生方と当院との連携をスムーズに行い、患者様
が安心して当院に来ることができるよう、また、地域の病院へ行くことができ
るよう努めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

健康管理センター　湯　瀬　美佳子大変お世話になりました

患者サポートセンター新メンバー紹介
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KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center
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